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渋谷三丁目地区都市計画原案意見交換会 主な質疑内容 

 

■会場実施 

日時  ：令和８年２月２７日（金）１８時３０分～２０時 

場所  ：リフレッシュ氷川 １階 集会室 

参加者 ：２２名 

■動画掲載 

日時  ：令和８年２月２４日（火）～令和８年３月１７日（火） 

掲載場所：渋谷区ホームページ 

■会場での主なご意見・ご質問と回答 

No. 主なご意見等 区の回答 

1．地区計画全般に関するご意見等 

1.  渋谷川沿いの課題として水辺空間を活か

しきれてないことが挙げられているが、

この渋谷の都心部の中で、こういった川

の資源は非常に貴重なものだと思うの

で、ぜひ活用いただけると良い。 

 将来像のアンケートのご意見として、川

に向けて開いたカフェがあるといいとの

意見があったが、建替え等が行われた時

に、川の上にテラスを張り出し、オープ

ンカフェにすることは実際できるのか。 

 渋谷区としても渋谷川は地域資源である

と認識し、貴重な水辺空間を活かした質

の高いにぎわいの整備を地区計画の目標

にも掲げています。ご意見としていただ

いた、渋谷川上空を活用したオープンカ

フェのような空間の整備につきまして

は、渋谷川は河川法の適用を受けること

から、法制度上の制約に加え、安全性や

構造面等の技術的な課題があるものと認

識しています。 

これらの点を踏まえつつ、引き続き、

地域の皆様からいただくご意見やご要望

を参考にしながら、水辺空間の活用のあ

り方について検討を進めていきます。 

2.  渋谷三丁目地区において、今後どのよう

な方向性のもとでまちづくりを進めてい

くのか、渋谷区の基本的な考えを教えて

ほしい。 

 金王八幡宮などの歴史的な建物が存在す

る地域において、にぎわいの創出と両立

を図ることは難しいと思う。想定してい

るにぎわいのあり方や、歴史を感じさせ

るまちとの区別についてどのように考え

ているのか。 

 渋谷三丁目地区地区計画の目標におい

て、金王八幡宮や渋谷川といった地域資

源を活かし、IT系企業が集積するイノベ

ーション拠点として職住近接した多様な

働き方や暮らしを推進する地区と謳って

います。 

 渋谷三丁目地区のエリアの特徴として、

歴史的な金王八幡宮の存在が挙げられま

す。渋谷区としては、こうした歴史的な

資産が有する落ち着いた空間そのものに
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過度ににぎわいを持たせるのではなく、

その周辺において適切なにぎわいを創出

し、人の回遊性を高めることで、地域資

源を活かしたまちづくりができないかと

考えています。また、渋谷三丁目地区は

渋谷駅に近接し、周辺には多くの商業施

設が立地している地区であることから、

これらの都市機能と、金王八幡宮をはじ

めとする地域資源を結ぶ動線を意識した

回遊性の向上が求められます。これらの

要素を相互に連携させることで、誰もが

めぐり歩いて楽しいまちの実現を目指し

ていきます。 

3.  壁面の位置の制限の指定を行うことでど

のようなメリットがあるのか知りたい。 

 国の GIGAスクール構想に先駆けた渋谷

区モデルに携わった際に、渋谷区の要望

が多く対応に苦慮したことがある。 

 IT 系企業が本地区に移転した時に、渋谷

区が仕事を回せるのか懸念がある。 

 地区計画で IT企業の集積が多く見られ

るとあるが、どのような IT系企業が渋

谷三丁目地区にはあるのか。また、今後

どのようにして、渋谷三丁目地区に IT

系企業を呼び込んでいくのか。 

 壁面の位置の制限の指定を行うことによ

り、指定容積率を超える緩和を受けるこ

とが可能となるほか、建物の形態制限で

ある斜線制限の緩和を受けることができ

ます。 

これらの緩和措置は、本制度を活用し

て建替えを行う際の主なメリットの一つ

であり、通常の建替えと比較して、事業

性の向上が期待されるものと認識してい

ます。 

また、明治通り及び六本木通りは、東

京都が指定する一般緊急輸送道路であ

り、災害時において重要な役割を担う基

幹的な道路です。渋谷区としても、これ

ら幹線道路沿道における建築物について

は老朽化した建築物の建替えを促進し、

安全性の向上を図ることが必要であると

考え、本制度の活用対象敷地について

は、幹線道路沿道を沿道としています。 

 2018年に渋谷ストリームが開業し、同施

設には世界的に事業を展開するグローバ

ル IT系企業が入居するなど、渋谷駅周

辺における産業集積が一層進展しまし

た。加えて、渋谷区内にはこれまで国内

有数の IT系企業が拠点を構えてきた経
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緯があり、こうした基盤の上に、近年は

国内外の IT系企業の立地が重なったこ

とで、相乗的な集積効果が生まれている

と認識しています。これらの背景を踏ま

え調査を行った結果、特に渋谷三丁目地

区においては、IT系企業の集積が顕著に

見られました。現在では、暗号資産関連

企業をはじめ、様々なテック系企業が同

地区に拠点を構えており、一定の産業集

積が形成されています。 

渋谷区としては、こうした背景を踏ま

え、地区の特性に配慮したまちづくりの

あり方について検討を進めるとともに、

集積がもたらす効果を地域の価値向上に

つなげ、持続的に活かしていく仕組みづ

くりが重要であると考えています。本地

区計画においては、多様な働き方やビジ

ネスを支え、働く人々の交流を促進する

ための施設の誘導を位置付けることで、

IT系企業が働きやすい環境の整備を目的

にしています。 

今後も、引き続き地域の皆さまのご意

見を伺いながら、あわせて立地企業等か

らの意見も参考にし、より良いまちづく

りを進めていきます。 

 


